
神戸大学ユネスコチェア サマー・プログラム よくあるご質問（FAQ） 

1 

 

神戸大学ユネスコチェア サマープログラム 

よくある質問（FAQ） 

2018年4月12日 

1. ユネスコチェア サマープログラムとはどういうプログラムですか。 

神戸大学は2018年4月1日から「Gender and vulnerability in Disaster」という新しい全学的なプロジェクトを開始

します。このプロジェクトには UNESCO Chair という称号がつき、パリにあるユネスコ本文の厳格な審査を受け、

国際的な研究・教育取り組みとしてふさわしいと判断されたものです。神戸大学はこれから、インドネシアのガジ

ャマダ大学（ジョグジャカルタ）、高尾海洋科技大学（台湾・高尾市）、UTAR、マーシ―マレーシア、タマサート大

学、国立女性教育会館とともに本プロジェクトを展開していきます。 

 この UNESCO Chair の重要な一環として、ガジャマダ大学で開催されるサマープログラムがあります。参加する

神戸大学の学生は、インドネシアや台湾の学生と一緒に災害やジェンダー、脆弱性について一緒に学び、一緒に現

場見学や実習をし、グループで研究プロジェクト・研究発表を実施します。神戸大学の参加学部・研究科の学生は、

それぞれの所属する学部・研究科の単位をもらうことができます。 

 

2. 願書は英語ですか？日本語ですか？ 

願書は日本語です。ただし、「志望理由」は日本語で、「What I hope to learn」は英語で作成してください。 

 

3. 「What I hope to learn」を英語で作成する理由は何ですか？また、「志望理由」・「災害・減災について考えること」をどち

らの言語で書くかという点は合否に影響しますか？ 

サマープログラムの使用言語は英語です。英文の「What I hope to learn from participating in this UNESCO Chair Summer 

Program」は、みなさんが英語でどのようにコミュニケーションをしようとしているかをみるためのものです。「志

望理由」・「災害・減災について考えること」は選抜に必要とするものであり、選ばれたら英語で語る必要が出てく

ると思われます。しかし、今の段階においては、あなたが考えていることを十分に伝わる言語に書いてください。

言語の選択が、合否に影響することはありません。 

 

4. 語学能力はどのように審査されますか？ 

英語の語学能力証明書を添付してください。原則として、TOEFL・IELTSなどを事前に受験し、その成績証明書（コ

ピー）を提出してください。どうしても間に合わない場合は、その旨を書いてください。 

なお、語学能力の審査のため、英語で面接の一部を行ない選考する学部・研究科もあります。 

 

5. 英語のスコアの基準はありますか？ 

選考時に、英語のスコアのみで合否を判定することはありません。 

6. 外国人学生でも応募できますか？ 

本学では特に国籍は限定していません。 

ただし、インドネシアのビサなどの手続きがある場合もあるので、日本国籍以外の国際の学生が本プログラムへの

参加を希望される場合には、必ず事前に相談してください。 

 

7. 明記された学部以外の学部の学生なのですが、単位はとれますか？単位なしで参加できますか？ 

今年度については、明記された学部・研究科以外の学生は応募できません。 

 

8. 費用負担はどの程度必要ですか？ 

本プログラムの費用は、渡航費、宿泊費、現地での見学のためのバス借り上げ代金、現地での食費、交通費、海外

旅行傷害保険代金などが必要です。 

その内、現地での食費、交通費、海外旅行傷害保険代金は個人の負担になります。それ以外の費用の一部、または

全額は男女共同参画推進室及び各学部・研究科が負担します。実際にどの程度の費用負担が必要かは、所属の学部・

研究科にお尋ね下さい。また、別途JASSOからの支援も受けられる場合もありますのでそれについては各学部・研

究科に問い合わせ下さい。 
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9. 保険などはどうなりますか？  

かならず日本で海外旅行傷害保険に加入してください。なお、派遣学生のみなさんには本学の「留学生危機管理制

度（OSSMA）に基づく海外渡航」（各研学部・究科学生便覧等を参照）が適用されます。 

 

10. 取得必要単位は何単位ですか？ 

取得単位は学部・研究科によってことなるので、所属学部・研究科にお問い合わせください。 

  

11. 現地で集合するや、プログラム終了後、滞在期間を延長することはできますか？ 

できません。早めに行くことも期間延長もしたい場合であっても、一旦帰国する必要があります。 

 

12. 英語の授業をサマープログラム中に履修することはできますか？ 

できません。短いプログラムですので、英語の授業をとる時間はありません。ただし、授業はすべて英語で行なわ

れるので、英語能力の上達につながると思われます。 

 

13. プログラムに参加したことの証明書はもらえますか？ 

本プログラムに参加し、所定の課題を修了した学生には、そのことを認定するプログラム修了証明書（サーティフ

ィケイト）が授与されます。 

 

14. 派遣にあたって神戸大学で履修しなければならない科目などはありますか？ 

ありません。しかし、各学部・研究科で行われる事前研修には参加して下さい（いつ、どのような研修が行われる

かは各学部・研究科に問い合わせ下さい）。また、必須ではありませんが、英語で行なわれている本学の授業を留

学前に予め履修しておくことを推奨しています。 

 

以上 


